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審 議 会 等 の 会 議 結 果 報 告 書 

 課所名 水道局営業課 

会 議 名 令和 5 年度 第 4 回 諏訪市公営企業運営審議会 

開催日時 令和 6 年 2 月 19 日（月） 午後 2 時 30 分より 

出 席 者 

＜委員＞                                     （敬称略） 

 牛山 智明（会長）、小口 泰幸（副会長）、有賀 秀子、藤森 ひろ子、 

 堀内 艶子、守屋 輝代、吉江 徳男 

＜諏訪市＞ 

 金子 ゆかり（市長）、豊島 修（水道局長）、後藤 浩美（営業課長）、 

 金子 健一郎（施設課長）、宮坂 香織（営業課庶務係長）、 

 後藤 隆雄（営業課庶務係主査）、牛山 智哉（営業課庶務係主査） 

資   料 
水道料金の改定について（答申） 

水道料金改定スケジュール 

【協議議題（内容）及び会議結果（要旨）】 

 

 1 開会 

 

 2 あいさつ 

  （牛山会長） 

   ・昨年 12 月に市長より水道料金改定の諮問を受け、公営企業運営審議会にて 2 回にわ

たり審議を行ってきた。本日の会議にて結果について答申を行う。 

 

 3 答申 

  （会長） 

   ・本日は、昨年 12 月 18 日に開催した第 2 回公営企業運営審議会において市長より諮問

のあった水道料金改定について、審議会より答申を行う。それでは、答申を朗読する。 

   ～答申書を読み上げ～ 

  （会長） 

   ・それでは、金子市長よりごあいさつをお願いしたい。 

  （市長） 

   ・この度は、水道料金の改定案について諮問したところ、長期間にわたり慎重な審議をい

ただき、本日答申をいただいた。誠にありがとうございます。 

   ・水道事業は令和 6 年に 100 周年を迎える。100 年前の先人たちが大きな投資をしてスタ

ートした水道事業だが、100 年の間に老朽化や耐震化など様々な課題が生じている。後

世に水道事業を引き渡すという未来への責任があるという指摘をいただいたと認識して

いる。 

   ・また、答申書のうち「附帯意見」については、たいへん貴重な意見であり、今後の事業運

営に生かしていきたい。 

   ・令和 6 年 1 月に能登半島地震が発生した、諏訪市水道局として給水車派遣や復旧応援

といった被災地支援活動を継続して行っている。 
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   ・揺れが大きかったエリアでは未だ断水が続いている地域が多数あり、当たり前の生活が

できない状況である。改めて、ライフラインの要である水道の重要性を感じている。 

   ・水道施設の耐震化には多額の費用が必要となる。そのためには適正な水道料金を設

定するだけでなく、市民の理解が不可欠である。今回いただいた答申の内容により、令

和 6 年 10 月の水道料金改定に向けた手続を進めるとともに、市民周知も図っていきた

い。 

 

  （会長） 

   ・委員の皆様からも一言ずつお願いしたい。 

  （委員） 

   ・水道料金が長野県 19 市中で最も安価であることは誇らしいことではあるが、能登半島

地震の状況を考えると、被害を最小限に収めるためには相応の料金収入が必要であ

り、最も安価であるというこだわりを捨てざるを得ないのではないかと考えている。 

  （委員） 

   ・能登半島地震では未だに断水が続いている地域があり、これまでの日常生活がいつ戻

ってくるのか分からない状況にある。 

   ・水道はライフラインの要であり、災害は仕方のないことだが、その対策は十分に行って

いく必要があると思う。 

  （委員） 

   ・今回の料金改定により、安定した水道事業が維持されることを願っている。 

  （委員） 

   ・能登半島地震を受けて、前回の審議会において諏訪市の水道管の耐震化率を確認した

が、低い数値であり驚いた。 

   ・市に対しては市民生活をよりよいものにしてほしいと思っているが、災害対策など将来

のことも考えていかなければならないと思う。 

  （委員） 

   ・能登半島地震で水のありがたさを実感した。 

   ・料金改定に当たっては、市民に分かりやすく丁寧な説明をするようお願いしたい。 

   ・個人的には、水道料金をもっと上げてもよいと思っている。数年後に、また料金改定が

必要となったときに、どの程度の料金収入が必要となるのか改めて考えなくてはならな

いと思う。 

  （副会長） 

   ・同じライフラインに携わる者として、水道事業の重要性は認識している。 

   ・今後も、老朽管の入替について計画的に進めていってほしい。 

  （会長） 

   ・各委員の意見のとおりだと思う。 

   ・水道事業は令和 6 年に 100 周年を迎えるが、記念事業等の計画はあるのか。 

  （事務局） 

   ・近年はコロナ禍の影響で上水道記念式典は縮小して開催してきた。令和 6 年度につい

ては、水道事業 100 周年を迎えるため、記念講演会の開催のほか、3 年かけて編纂して

きた諏訪市水道百年史の披露等を計画している。 

 

 4 その他 

 （1）水道料金改定スケジュールについて 

   ・事務局より水道料金改定スケジュールについて説明 
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   ・事務局より次回日程の説明 

    ※令和 6 年 3 月 28 日（木）午後 1 時 30 分～ 

      諏訪市役所 5 階 501 会議室 

 

 5 閉会 

  （小口副会長） 

   ・本日、水道料金の改定について答申を行った。今後は市議会で審議されることになる。 

   ・今後も水道事業が円滑に進んでいくことに期待したい。以上をもって令和 5 年度第 4 回

諏訪市公営企業運営審議会を閉会する。ありがとうございました。 

 

 


